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令和 4年度京都府地域防災計画の主な改定（案） 

 

 

１ 国の施策等を踏まえた改定 

「令和３年７月からの一連の豪雨災害を踏まえた避難のあり方について（報告）」を踏まえ

た改定 

○住民の適切な避難行動の促進に向けた対応 

・参加型、体験型の実践的な防災活動の実施による、災害を「我がこと」として捉えられ

る住民意識の向上 

・すべての小中学校で地域特有の防災課題に応じた避難訓練、実践的な防災教育の実施 

○市町村による避難情報の適切な発令に向けた対応 

・避難指示等の発令対象を災害リスクのある区域等に絞り込むための取組の推進 

 

２ 「関西防災・減災プラン」の改訂を踏まえた改定 

○関西広域連合「帰宅困難者 NAVI（ナビ）」の運用 

・帰宅ルートや帰宅支援ステーション等をインターネット上の地図で確認可能 

○国の「物資調達・輸送調整等支援システム」を活用した円滑な救援物資の要請 

 

３ 府の施策等を踏まえた改定 

（1）避難における新型コロナウイルス感染症対策 

・新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者の避難所への円滑な避難に向けた情報共

有等連携体制の確立 

 

（2）女性等多様な視点を踏まえた防災対策の推進 

○女性等多様な視点での防災対策意見交換会」における意見の反映 

・在宅避難する要配慮者について、被災者台帳、避難行動要支援者名簿等を活用すること

により、避難支援者等と連携して把握し、必要な支援を実施 

・家族等の支援者にも配慮し、休息機会等を確保 

 

（3）車での避難・安全確保 

・コロナ禍における分散避難や風水害等における広域避難に対応するため、車により緊

急避難し車内で安全を確保する車中避難場所を整備 

・車中避難場所として、避難指示等で開設され、公共施設や民間施設の駐車場を避難場

所とする「車中避難場所」と、大規模災害時に開設し、山城総合運動公園及び丹波自

然運動公園を活用する「広域車中避難場所」を確保 
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（4）災害情報の発信・広報 

・平時からの災害情報のオープン化に向けた取組 

・従来の緊急速報メール等に加えて、ＳＮＳやホームページ、アプリケーション、Ｌア

ラート等を活用した、多様化、多重化した情報発信手段の整備 

 

（5）大雪等による大規模な車両滞留等への対応 

・立ち往生車両や孤立集落等が発生した場合、関係機関と連携して対応することを明記 

 

 


